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お 名 前 性 別 終戦時の年齢 現 住 所

王 会成 女 性 戦後生まれ
中国黒竜江省甘南県

（旧宝飯郡塩津村：蒲郡市）

「母は中国農民と結婚」 「東三河郷開拓団からの手紙」より

（部分修正）

私は王会成です。母は柴田ひさえ，祖母は柴田まつのです。母から私に返事を
しば た

書くように言われていたのですが，仕事がとても忙しくて返事が大変遅くなりす
いそが おそ

みません。

私どもは４０年前の戦争中，開拓団が中国北部の荒野に入植しました。当時，
かい たく こう や

前方軍隊では戦争が起きていましたが，私ども後方は比較的静かで農耕の仕事が
ひ かく てき

主でした。よく当地の中国住民と往来し仲良くしていました。しかし戦争停止後，

社会秩序が混乱し，男性は連れて行かれ残った女性たちは頼るものがなくなりま
ちつ じよ こん らん たよ

した。そこで私たちは心の優しい中国農民に出会い，後に結婚しました。私たち
やさ けつ こん

のようなケースは，まだまだたくさんあります。

私の祖母は１９５３年に日本へ帰ったことがあります。自分の母親に会い，ま

た中国に帰ってきました。なぜなら，中国には娘がいるからです。祖母や母親は，
むすめ

１９７５年に再び日本へ帰りました。しかしその時は，祖母の母親は何を言って

も口をきかない人になっていました。たった一人の娘が中国から帰ってくるのを

待たずに息を引き取ったのです。当時，実家の人たちは祖母と母に日本に留まる

ように言ってくれたのですが，中国の親戚や私たち兄弟４人のことを考え，やは
しん せき

り中国へ帰ってきました。

私たちの生活条件は日本に比べてまだまだ低いです。しかし，私たちの家庭は

円満で楽しいです。私たちは兄弟４人で，みんな自分の仕事を持っており，国営

の農場で食料の生産を主にしています。ここの農場のほとんどは，もともと開拓

団のものを基礎にして建設したものです。次第に発展してきました。生活もまあ
き そ はつ てん

まあです。

戦争はすでに過去のことです。中日両国民は友好的です。私は今日本語を勉強

しています。中日両国人民の友好がいつまでも続きますよう努力します。最後に，

みなさんの健康と学力の進歩を祈っています。
いの

（翻訳は夏目安男さんにしていただきました）

（記録者 杉山 拓三さん）
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